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□ スタッフ

□ 診療科の特徴
１．器官系を横断的に考えます
２．患者と病院のインターフェースとして、窓 機能を果します
３．専 診療科との連携を重視します
４．医学的なエビデンスに配慮します

□ 主な対象疾患
急性感染症（気道、尿路、 膚軟部組織、 、その他）
不明熱、多発関節痛など診断の確定していない症候
膠原病リウマチ疾患（関節リウマチ、リウマチ性多発筋痛症など）
＊膠原病リウマチ疾患については、膠原病リウマチ内科が総合内科と協 しながら診療をしています

□ 診療（業務）内容
 外来では重篤でない急性疾患の診断・管理や、不明熱や多発関節痛など診断の確定していない症候の診断・
管理と必要に応じての専 診療部 ・機関への紹介などを っております。健診その他での  圧や脂質異常症
などについて相談に受診される もおられ、 活指導や薬物療法が継続的に必要と考えられた場合、地域の医
療機関を紹介していますので、よろしくお願い致します。
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 院患者数

新  院患者数 平均在院 数
17.1名 344名 17.2 

1  平均患者数

主な疾患の件数など

感染症 加齢関連疾患 膠原病リウマチ疾患  液・腫瘍疾患 呼吸器疾患 栄養・ 電解質異常
221件 48件 29件 21件 14件 12件

□ 学術活動報告（学会・研究発表など）

□ 地域医療連携・広報活動

□ 診療実績（平成29年度）

区  分 演 題 学 会 名演 者

国内学会 井  美季 MTXによる汎 球減少の回復過程で免疫再構
築症候群と類似した病態を呈した 例

第61回リウマチ学会総会 学術
集会

国内学会 漆原 愛、井  美季 、海透 修 、後藤 雅史
  垣 孝雄、   弘

急速に増 する眼窩内腫瘤で発症した1型糖
尿病合併 IGG４関連疾患の 例

第32回臨床リウマチ学会

国内学会    弘 これからの総合診療 第71回国 病院総合医学会

伏 医師会理事(  )
伏 関節リウマチ病診連携の会（井 ）

外来患者数

37.1名
１  平均患者数

  院では、おもに救急外来から緊急 院した内科系 重篤患者のうち、呼吸器、尿路、 膚、 軟部組織などの
急性感染症、原因不明の発熱（最終的には薬剤熱、 管炎症候群や膠原病リウマチ疾患、 液学的腫瘍、 然治
癒するウイルス感染症や 過性の肺への吸引など）や意識障害、電解質異常、栄養不良を受け持ち、診断および
管理、必要に応じて他科への紹介を っています。他科 院中の患者の感染症や原因不明の発熱についての共
診も主たる活動の 部になっています。 
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